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解説:
この錯視は，文字の傾きが過小評価されることを示している。具体的には，5枚目のスライドの右側の画像は左側の画像をそのまま3°右に傾けているにも関わらず，文字の傾きが長方形の傾きよりも小さく感じられる。Yasuda, Ueda, & Shiina (2012) は，2枚の画像の一方を傾けた際に，建造物の傾きは知覚されるが ，大隈重信銅像のような人物像の傾きが知覚されにくいことを報告している(大隈錯視)。今回の錯視は，文字が多少傾いていても，正立しているように感じられることを示している。さらに，文字を左に傾けると傾きは知覚されやすくなる。
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